
 
 
 本校は、肢体不自由教育部門（小中高）、知的障害教育部門（小中高）、施設訪問育療学部を併置する
特別支援学校です。「一人ひとりが輝く教育」を学校目標にかかげ、「地域にねざす開かれた学校」とい
う理念のもと、自立と社会参加をめざした教育を行っています。 
『生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業』では、多様なニーズのある児童生徒一人ひとり

が、楽しく安全に食べる力、健康を維持する力をつけることをねらいとし、「摂食」「口腔ケア・口腔管
理」の２本の柱で、専門職による検診や相談などの充実・拡大、教職員の研修に取組んでいます。 
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● 歯科衛生士による歯科保健指導 

年間、延べ８名の歯科衛生士が、講話
や染め出し、 
ブラッシング 
指導を行って 
います。 
 
● 歯科検診の工夫、再検診 

 児童生徒がリラックスして受診できる
ように、BGM やアロマを使った環境作
りを、学校歯科医が行っています。また、
受診勧告をした児童生徒には、２学期に
経過観察の再検診を行っています。  

● 摂食研修会 

 職員・保護者・療育に携わっている地
域の方を対象として、茅ヶ崎歯科医師会
の歯科医師による、口腔機能の発達に 
関する研修会を開きました。 
 
● 摂食相談 

茅ヶ崎歯科医師会の歯科医師による摂
食相談を実施し、食形態、食べ方、介助
方法などについてアドバイスを受けまし
た。  

● 口腔ケアに関する教職員研究 

・知的障害教育部門 高等部 

・育療学部わかば学級 

〔生徒の実態把握〕 

生徒の給食後の歯みがきの様子をビデオに撮
り、歯科衛生士からチェックポイントや指導方法
についてアドバイスを受け 

  ました。 
〔アセスメントシートの作成〕 

   生徒一人ひとりの歯みが 
きの課題をつかみ、指導に 
活かすため、アセスメント 
シートを作成しています。 

● 摂食に関する教職員研究 

・肢体不自由教育部門 小中学部、高等部 

・知的障害教育部門 小中学部 

〔児童生徒の実態把握〕 

児童生徒の給食の様子をビデオに撮り、言語
聴覚士からアドバイスを受けながら摂食機能の
評価などを行いました。 

〔摂食に関する研修〕 

口腔機能の発達、食事の際の姿勢、介助方法、
配慮食の作り方 
など、摂食に関 
する専門知識 
を学んでいます。 

～健康な歯・口でおいしく楽しく安全に～  


